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人工芝練習場ＰＪ 概要報告

・神戸大学の総合的な魅力向上
- 人間形成の場としてクラブ活動のアピール
- グラウンドの緑化による環境整備

・関西学生リーグ一部復帰へのインフラ整備
・神大ホッケー部創設９０周年記念事業
・学生のケガ防止

1.人工芝練習場設置の意味

2.活動経過

・2014/11月～ 検討開始
- 文学部人工芝テニスコートの共用利用 等

・2015/  6月 佐伯学長補佐(社会連携担当)へ説明
・2015/  9月 学部から共用利用不可意志表示あり
・2015/10月 PJ体制立て直し(藤原さん, 口田専任)
・2015/11月 PJ資料作成(概要, 行程, 費用 等)
・2015/12月 - 佐伯学長補佐へ再度説明, 

～2016/1月 神戸基金への登録相談(社会連携課紹介)
- 仮見積依頼(大塚ﾀｰﾌﾃｯｸ, 住友ｺﾞﾑ, 積水樹脂)

・2016/  2月 各OBへアンケート実施(寄付等)

3.現在の状況

・苦戦しているのが現状。
・今年度目標に神戸基金登録を目指す。
- 第1候補：ハンドボール部OB会と継続検討
- 第2候補：野球部OB会と調整実施
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以上

・2016/  4月 学校側(社会連携課/学生支援課)へ資料提示
・2016/  9月 設置場所確定および各クラブ間の調整を依頼
・2016/10月～ ハンドボール部 2回調整実施

野球部 1回実施
・2017/  5月 内田副学長(佐伯さんの後任)へ挨拶



【第１候補：鶴甲キャンパス ハンドボールコート】

【第2候補：六甲台グラウンド】

【利用クラブ】
・ハンドボール部
・女子フットサル部
・体育の授業

【設置予定サイズ】
・1/4コート確保可

【利用クラブ】
・硬式野球部
・ラグビー部
・サッカー部
・男子ラクロス部
・ホッケー部

【設置予定サイズ】
・サークル部分

【調整状況】
・ ハンドボール部OB会と2回調整実施。

ハンドボール部からは人工芝化に対する前向きな回答は現状得られず。

【調整状況】
・ 野球部監督(元田副会長同期)からブルペンの雨天練習場設置に向け

相談あり。野球部OB会と調整実施。各々で詳細を詰めて検討継続。
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